






1950年 ごろか ら少 しずつ始 まった企業の海外進 出は,1980年 に先進諸国の 巨大企業を中心に本格 的
に活動 を開始 し,1990年 に入るとコ ンピュー タの小型化 やイ ンターネ ットな どの電子技術が急激 に発
達 した ことで,国 際的な企業活動 の形態 は次 々と新 たな変容 を遂 げて現在 も国境を越えた新たな経済
活動を展開 し続 けている。
母国以外 の国において事業 を調整 ない し管理す る能力 を有す る企業を多国籍企業 とし,彼 らはその
生産要素 と国 の政 策を場所 に関係 な く利 用で きる潜在的 な能 力を持 ってい る。(Dik㎝:1998=2001,
225)
グローバル化(Globalization)は,グ ロー ブ(Globe‐ 球体 一地球)と い う用語 か ら,地 球化 や
地球規 模化 と う専 門用語 が普及 して一般化 した もので ある。 しか し,そ の定義は生産,貿 易,環 境,
技術の諸過程 な どの多種多様 な世界や,人 文,社 会科学以外 の専門分野で も理論 構成法の中に用 い ら
れ る言 葉 とな っている。(丸 山:[2006])。
本稿 では,グ ローバル化現象 自体 を多元的な現在進行 中のプロセ スと捉え,組 織 と労働 形態 の変化
を含めた多国籍企業 の実態 と,経 済 のグローバル化現象 という両面か ら考 察す る。




2つ めは生産工程の全面的な見直 しであ り,最




社会は,国 民国家 という1つ のまとまりと秩序
を持ち機能す るものであるが,情 報技術の発達














① 第2次 世界大戦後 日本に参入 し始めた米国
の多国籍企業は,母 国とは非常に異なった文化
を持つ 日本で企業活動を行 うために,日 本の市
場に対応できる独 自の組織を創 りださなければ
な らなか った。そのため,日 本企業との合弁会
社を作 り日本人従業員を雇用 した。
1986年 には,1ド ルが200円 台とな り,そ の







り,米 国か らの指示命令の圧力 も弱 く支社長の
特別承認によって,ほ とんど日本企業と同様の
やりかたで営業活動を行っていたのである。
支社 ごとに統制された組織は,日 本を中心 と
した包括的な組織と連動 して営業や開発部門を
中心に,エ ンジニア,サ ービスや物流部門,ま
た人事,経 理,総 務や倉庫まで,あ らゆる事態
にも自社内で対応できるよう多 くの部署と人員
を抱えていた。






化 した。 自前主義的サービスを行 う組織か ら,
個々の部署が社内社外を問わずそれぞれの特化














しその方向に向かって修正 しなが らで も組織を
市場に対応させていくことが重要なのである。























2000年 以降は,総 合業務パ ッケージであるE
RP(EnterpriseResourcePlanning)が 開発
され,受 発注,販 売管理,在 庫管理などの情報




したことで,米 国,ヨ ーロッパ,ア ジアパシフィッ
クという大きな括りの地域でまとめたシステム







































































在能力を熟知 し,経 営資源をどの分野に振 り向
け競 うのかという資源の選択と集中による戦略
を取 ることになった。市場での占有率を高めそ









での業務が無 くな り次々と社員が解雇 されてい
くことになった。これと並行 してそれまでから
外部委託(ア ウ トソーシング)さ れていた物流




部委託 されにくいとされていた。 しか し,そ の
業務内容をコアとする企業とともに新 しく効率
のよい業務方法を構築 し,自 社からその部門を






を受託 したのが始まりだが,そ の後,業 務のビ
ジネスプロセスを外部にアウ トソースし,業 務
の内容を企業 と請負側企業がきめ細かくす り合
わせて決定 し実行していく方法を,ビ ジネス ・
プロセス ・アウ トソーシング(BPO)と いう。



































































経済の国際化のためには,生 産,貿 易 とこの
FDIが 重要な要素 となる。 中でもFDI統 計は
多国籍企業活動と海外生産の進展に関する単一・
指標として最 も包括的なものであり,1980年 代


























































































能をより多 く自らの手で操作 しようとし,企 業












び 企 業 独 自 の 優 位 性 を 持 ち生 産 の 再 構 成 を 行 っ
て い る。 労 働 力 を 分 化 し 流 動 化 さ せ て よ り強 い
経二済 力 を 持 つ 先 進 国 企 業 が 中 心 と な り,欧 米 主
義 の 擬 似 普 遍 的 な 大 き な 世 界 の ネ ッ ト ワ ー ク に
統 合 し よ う と して い る の で あ る。 そ れ は,近 代
合 理 主 義 が 世 界 規 模 に 拡 大 さ れ,市 場 に 優 位 に
立 つ も の が 作 為 的 に 作 り 出 し て い る も の で あ る
と い え,多 国 籍 企 業 活 動 の 中 に地 球 規 模 で の 一
貫 し た 包 括 的 シ ス テ ム を 見 る こ と は 出 来 な い と
考 え られ る 。
注
1)米 国 ソ フ トウ ェ ア業 界 団 体(Software&In-
formationIndustryAssociation)が2007年 に
海 外 委 託 業 務 に つ い て114社 を調 査 の結 果68社 が
実 施 。
2)2008年 経 済産 業 省 のBPO研 究 会 の報 告 書 に よ
る と,2010年 に はBPOの 市 場 規 模 は4500億 ドル
と見 込 ま れ るが,日 本 企 業 はBPO市 場 の 競 争 に
参 入 で き お らず,導 入 す る 際 も国 内 業 務 との 調
整 型 に と どま って い る。
3)米 国 で は,日 本 企 業 の従 業 員 参 画 型 の 小 集 団
活 動 は受 け 入 れ られ に く く,ま た 在 庫 容 認 の慣
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